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アメリカ独立革命の「革命性」を問題とする場合、いわゆる
「ヴアジニア改革」のもつ意義が、極めて大きいことはいうまでもないであろう。「信教の自由」はその諸改革の一つであるが、それは、－七八七年成立の「ヴアジニア信教自由法」の名と結びついて、ヴアジニア改革の中でも、最も代表的な成果に数えられている。
ところで、革命時代のヴアジニアにおいて、信教自由の問題
は、具体的には、ヴアジニアの社会に深く根ざした国教会制度1 1
国教会と国家（邦）との密接な結びつきl！の存否を中軸とし
林
五
平
て展開された。従ってこれは、信仰の権利の平等化という各宗派聞の問題であるばかりでなく、ヴ
7
ジニア社会に残る古い封建的
遺制の処理の問題として、必然的に社会的政治的な解決を必要とするものであった。いい えれば、この問題が社会各層の広い関心と徹底した論議をよび起 、改革の重要な比重を占める要因備えていたわけである
この小論は、そうした重要な意味をもっ国教会制度の廃止運動
11
政教分離による信教自由の確立
1 1 3
の本質をさぐるために、
主として初期のヴ
7
ジニ・ア邦議会をめぐる動向をとりあげたもの
である。そうしてでおけ一れば、運動の過程にみられる論議の内容と、運動を推進した勢力関係において、そ 近代的民主主義的特質と社会変革的性格を追究してみようと十るものである。それはひいては、アメリカ革命の有する意義と特殊な性格を解明する一つの手がかりともなるであろう
。
植民地時代の背景
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ヴアジニアにおける国教会制度は、各教区の全住民に対する宗
教課税によって、国教会の支持をはかることを主眼としたもので、それは植民地時代の初期に、既に法制的完成をみていた。かかる国 会の法定化（開
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－ω白色）は、社会的にみれば、大農園経営によって沿岸地方に発達したプランタ
l
層と、彼らの形成した貴族的社会に深い関連を
有するものであり、そこからいち早く英本国の宗教的伝統が導入され、ヴアジニアの支配階級に深い根を下したのであった。この場合特に牧師の任命や課税の徴収に当る教区委員会が、殆ど彼ら富裕な地主層や有力者によって構成されたこと除、法定化によ国教会と行政府乃至特権的階級と 結びつきを一層密接 するも
（2
） 
のであった。
こうした制度のもたらしたものは’当然国教会の専制と他宗派
への圧迫 たが、事実様々な宗教法規によって、非 徒宗教活動は極度に制限されたものと った。こ ため非国教徒不満は、国教会の独占的支配に対抗 て、信仰の自由を要求する運動をひき起すこととなるが、そ を特徴づけ は、十八世紀二十年代以後特に活濃となっ 、ドイツ人やスコヲチ・アイリッシュらの内部地方への大量移住であり 彼らをまきこんだ大覚醒運動の興奮であった
9
即ち、辺境の自営農民の若々しいェ、ネルギ
ーが、大覚醒を通じて主として不服従派の信仰 くみ られ、そこから東部 国教専制に対す右反抗の地盤 培わ た であわ〉また、こうした不服従派の増大は、国教会内部の腐敗と相まって、ジェファソン（吋－
F
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によれば、革命
ずアジ－一ア邦議会をめぐる国教会制度の廃止運動（林）
震前、ヴグジニア人民の三分のこは非国教徒によって占められた
〈5
）
といわれる。
植民地時代における信教自由の運動の主体となったのは、スコ
ザチ、アイリッシュ系の長老派と、専ら貧しい階層に訴えた浸礼派の牧師達であった。彼らは「寛容令」（一六八九年の）の拡張による布教活動の自由を要求し、また進んで議会への請願を行った。中でも浸礼派は、早くから信仰の自由 ために教会の 家からの独立を信条とした宗派で、植民地時代において、国教会制度そのものを公然と攻撃した唯一の宗派であっ 。
こうした不服従派の請願を前に、植民地議会は、一七六九年以
降、彼ら 要求 審議するこ を余儀なくされた。しかし、国教会員が大多数を占める議会は、対英抗争の面には積極的関心を示しても、かかる国内改革の面ではなお極めて冷淡であった。一七七四年から七五年にかけ、下院 宗教委員会（円
55
丈 件 。 。 。 ロ
何色百円。ロ）がある程度の寛容案を作っ が、これは浸礼派のみ
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ならず長老派 も反対され、実現 みずに終っ 。不服従 にとって、既に完全な自由の獲得こそ その目標となり始めていたからである。そして、それは、まさしく独立と革命的気運の昂揚の中でのみ果されうる課題であった。
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権利宣言
一七七六年六月十二日、独立宣言を前に、ヴアジニアの革命議
会が採択した権利宣言は、信教の自由にと
っ
ても重大な意義を有
するものであった。即ち、メ
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起草になる権利宣言は、その最終項（第十六条）において、次のように信教自由の明確な保証を規定した。
「宗教あるいはわれわれが創造主に負う義務及びそれを果す方法は、武力や暴力によってではなく、理性と信念によってのみ指示されうるものである。故に、すべての人々は良心の命。するところに従って、自由に宗教を信仰する（神宮同店伶
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ものとしての意味が含まれるという点 り、信仰の絶対的自由を主張するものであった。また、マジソンは同じ修正提案で、三伊三口。ョ
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これは明らかに、国教会制度の本質をついた最
初の提案であり、もしこの時期にマジソンの案が受けいれられていたならば、それは国教会制度にとって致命的な打撃となったであろう
。
しかし、これは
当
時の議会にあ
っ
ては余りに急進的提案
と考えられ、「寛容」を「自由」に代える 則だけがとりいれられたのである。そしてこの事実は、信教自由の原則的宣言に拘らず、この段階では 国教会制度の廃止はなお日程 上りえなかったことを意味するものであった。
邦憲法の制定におけるのと同様、ここにも保守派と急進派との
妥協的側面がうかが が 他面そ にみられる高 政治的なプロパガンダ性は、その簡略で
柔軟
な解釈を許す表現と相まっ
て、宣言の精神の具体的立法に広い余地を残すこととなった。それは、急進派と保守派にとって、そこからどちらがより多く 収穫をかちとるか 問題となり、殊に信教自由の問題 おいて、激しい議論をよび起すこと る であ
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権利宣告一口の公布は、前述のような限界を有したに拘らず、しか
し信教自由の運動にとって、まさしく新紀元を劃するものであった。なぜなら、従来の不服従派教職者を中心とする活動は、信仰の権利を明文化した宣言の原則規定によって強固な橋頭盤を確保することと り、運動の〕層の前進と、教派的限界をこえた広がりが保証されたからである。
こうして、不服従派の要求は、宣言船法律化を目的とした独立
後の共和議会に対する、盛んな請願運動となって展開された。その先がけは、既 憲法制定時の革命議会 対し 他宗派に係わりなく、自らの好みに従って神を礼拝す 自由を要求した浸礼派の
ハ1
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請願にみられるものである。 かし 十月七日（一七七六年）聞かれた最初の邦議会に対
L
ては、浸礼派をはじめとする各不服
従派の が一斉に殺到しー宗教問題をめぐる論 が、議会の内外において活壌に闘わされた。
たとえば、十月七日に提出されたプリンス・エドワード（司ユ’
ロ8
開門言虫色）郡からの請願は、権利宣言の最後の条項は、教
権の束縛下にあった長い闇夜から彼らを解放する「 日の出」であるとし、すべての国教制度 廃止と、良冷刀自由に対
戸 。 。 ｝
する課税 撤廃、政教両権の境界 明確化を要求した 公然たる政教分離の要求である。
， 
グアジ－一ア邦議会をめぐる国教会制度の廃止運動（林）
同様な主旨の請願は、十月二十四日のハノ
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三の請願にもうかがえる。即ちこの請願
は、「支配者意識と偏見と頑迷が他の政治組織とともに織りなしてきた拘束」からの解放を訴え、権利宣言は彼らの国のマグナカルタであるとし、辺境の非国教徒が数少い国教会によって重い負担を課せられている不当をのペ、それが明らかに彼らの自然権反すること、内面の自由を束縛するものであることを強調した。そして「この啓蒙の時代に、すべての宗派が一致して解放のために全力をあげている国において」宗教的拘束が公民的拘束と同様に排除されるべきことを説き、更に、キリスト教 法定化に対する弁護は、同時にマホメヅト教 法定化をも弁護するものである
〈4 V
として、鋭く国教会制度 矛盾をつ た
c
この請願は、この時期
におけ 信教自由の闘いの背景をよく描き出し、また自然権の理論を見事に適用している点、及び信教自由の市民的自由一般 の関連を力説 いる点で、代表的なものといえ だろう。
こうした不服従派からの抗議に対して、既得の権益を守ろうと
する国教会側からの請願も数多く出された。彼らの論拠は、聖職者達が現に法律によって享有する権利や利益を奪うこ は正義に反することで、キリスト 教えは、 おい 最もよくその
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純粋さを保ちうるという点にあった。－この国教会側の請願に対する反駁は、十一月一日提出のアルベマ
1
? （ 〉 ﹈
Z B R
－o）及びアマ
1
スト（〉
SF 2
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みられる。即ちそこでは、国教会制度の再確立のために様々 請願がなされていることを指摘した後、国教会の めに他の全宗派
一一一
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が献金を余儀なくされている不当をのペ、各々の宗派は互に独立した平等の基礎に立つことが肝要で、それこそ合理的で正当な統治形態をもたちすものだし、各教会の純粋さと友誼ある関係に最
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も貢献するものだと強調した。
この請願で特に目立つのは、請願の終りに
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このように、宗教的専制に反対する盛んな請願運動や論議こ
そ‘あたかも「宗教会議 観を呈した」といわれ ジエファソンにとって、「生涯における最もはげしい闘い」をもたらした最
’初
の邦議会の背景であった。
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いうまでもなく、邦議会において、信教自由のために最も精力
的に闘った人々は、ジェファソン、マジソン、メ
l
ソンらであ
る。彼らはその出身からいえば、いずれも富裕な土地所有者であ
（1
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り、国教会の出であった。
しかし、彼らは、啓蒙思想、就中信教の自由に関するロックの
見解を消化吸収しており、殊に前二者はユニテリアン的立場にあり、ロックの有する限界
l
！ロヅクは、社会道徳に反したり、他
Hosei University Repository
場
明 弓
4 1 3
sぺ国 の 噌 門 戸 口
n o
に服従するもの、神の存在を否定するものを寛容
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しなかったーーをもこえていた。彼らにとって、自然権としての自由は、どんな異端にも無信仰者にも認められるべきであり、自由な信仰こそ、あらゆる誤謬を排して真の信仰を見出しうる唯一
（4
） 
の道であったからである。
自由の徹底のために彼らを献身させたものは、単に啓蒙思想の
影響だけでは かった。植民地的条件よりの独立と変革の時期に際して、彼らは名門の有識者層として、いわば「貴族の義務」2 0 2 0 m R
。豆古内）に目ざめていたし、彼らの理想の力強い支持者
（5
） 
を独立自尊の自営農民層の中に見出していた。それは信何の自由を求める辺境民の熱意によ
っ
て、一層確かなものとなったろう。
事実、圧制的な法規に反対する非国教徒の確呼たる態度は、ジエファソンにとって敬意をさえよび起すものであった。また、人々が解放のために相結び、支配者層にも真剣な気分が渡
っ
ている時
（6
） 
期ぽ、決して見逃され はならなかった。
こうして、ジェファソンらの改革の事業は、限嗣相続制や長子
相続制（匂己目
o m m E 2 5
）、免役地代（
ρ
巳同店三）など、ヴア
ジニア社会に残るすべてのアンシャンレジームの打壊に向けられたのであるが、国教会制度の問題も、そうした－連の改革 －っとしてとり上げられたのであった。しかし 宗教問題 論議は、前述のように、ヴアジニア社会 最も巾広い一衆動員を行い、一般に、国教会派と不服従派、沿岸地方と内部地方、保守派と民主派の対立を適じ 、初期議 をめぐる改革 最大の焦点となったのである。
ヴアジ－一ア邦議会をめぐる国教会制度の廃止運動（林）
1 
当時のヴアジニア政界の犬立物は殆どが国教会員であり、メ
1
ソン、ワシントン、マ守シソンらのほか、
P
・
〈ンク
1
、ジェファソ なども系譜からいえば国教会
員である。（〉・可・
2 0 K 2
・
0ヤ 立 件 ・ ・ 唱 。 ・
N S t ω
・ ） と
の事実は、国教会祇イコール保守祇と図式的に捉える危険を教えるものであるが、問時に、
k
中層の階級が
いかに密接
K
国教会と結びついていたかを示すもので
あ る 。ロックの「寛容
K
関する書簡」は、その信教自由への
彰響において、あたかも「国政ご論」 政治的自由の闘いに与えた影響 対応するものである。ジェファソンは議会の審議がはじまるに際し、ロックに関する詳細なノ
l
トを作
っ
ている
。（
回
O M 1 ι
・
0ヤ 立 件 ・ も 匂
・2
品
p∞ ・ ）ジェフアソンは、ロザグの限界を記した後 ロッタ立止
っ
た点から更に前進できるととを指摘している。
（H U ω
巳
0 4 r
－m w H
・ 。 ℃ ・ の
X
・ －
H Y
＠ 品 切 ）
z o Z ω q c
ー 〈 』 円
mFD
宮
、 （
司
m丘 【 ） 〈
m w H W
。 同 ） ・ 三 件 －
wHU
・ 。 ？ ？
、
との点ジヱファソンは典型的である。彼は生れそのものが辺境のアルペマ
l
ルであり、「土地に労働する人
々をとそ神は選民と定め給う」として、民主主義の基礎を彼らに見出していた。（同
v m E 0 2
吋 －
M】 ・ ミ ∞ ） ジ エ
ファツンがロ。
z g
印。。三百めの精神に動かされてい
たとと
K
ついてはり・云巳
oロ ？ 。 勺 －
n F r s
・ － 寸 寸
t
∞ ・
2 3 5 4 
一一一
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（6
〉
同
M m
凶角田
O
ぐゆ吋・。目
u－n F
骨 －
w
勺
HV
・ ∞ 斗
ω
・∞寸∞
-
ところで、当時の議会は、住民の数からいえば非国教徒が大多
数であるに拘らず、国教会員が多数派を占めていた。それは保守的な選挙法のために、議員の多くが東部の沿岸地方から出ていた
〈1
）
からである。しかも、対英闘争には踏み切りながら、国内的には西部の発言権増大を恐れ、変革よりも現状維持を望む保守派にとって、彼 の伝統的優位を守ろうとする意欲は極めて強かっ国教会制度は東部貴族階級にとって、そうした伝統的優位の象徴であったともいえるだろう。
おびただしい請願によって、十月十一日に設けられた「宗教委
員 会 」
ll
それは十－月九日には「国状に関する全体委員会」
（5 0 n o B E 2 2
。 同
5 0
若 宮 －
o。 ロ
5 0 m g z
え
SODE
－
（2
） 
三門司）に移された
l l
は、こうして、ジ
z
ファソンの言によれ
ば、十月十一日より十二月五日ま 、殆ど連日のように 「デス
（3
） 
ベ レ
l
トな論争」を展開することとなった
。
それでは、論争 内
容はどのようなものであったろうか。
まずジェファソンの決議案草稿によって、その主張を要約する
と次のようになる。ω
（胃潰的行為や異端の処罰規定をもっ）
（植民地議会の）の廃棄。
ω
宗教上の意見を主張すること、または礼拝を行うことを犯
罪とみなし、これを罰する規定など、（英国）議会による宗教関係法規をすべて廃棄 。
一 七
O
五年の法律
一 ＝ 一 四
ω
多くの請願にみられる国教会法定制度の廃止要求を、合理
的なものと考だる。
ω
従って、国教会聖職者に対する特権の付与（俸給の支給）
を廃棄する。
ω
また、人々の意志を無視した献金（非国教徒の国教会へ
献金）規定は廃棄する。
ω
しかし、国教会の既得の 領は一代限、私的寄付にもと
（4
） 
づくものは永久に使用できるものとする
e
ジェファソン案の特色は、それが、国教会制度の廃止、政教分
離を第一の前提とし、その上に各種の提案を行っていることで、最も徹底した信教自由め主張であった。
しかるに、十一月十九日に議会で採択された六つの決議内容を
み る と 、ω
ジェブァソン案
ω
と同趣旨のもの。
ω
ジェファソン案
ω
と同趣旨のもの。
ω
ジェファソン案
ω
と同趣旨のも 。即ち、国教会維持のた
め、及びいずれの宗派にしろ、自発的同意にもとづか い課税や献金の免除を求める不服従 派の要求を、合理的なものと認める。
ω
しかし、公共的な宗教集会は規制さるべきで、牧師の相続
や彼らの監督のために、適当な規定が設けられるべきである 。
ω
聖職者維持のための法律は廃止さるべきであるが、現職者
には、すべての延滞給料と、教区委員会に彼らの契約履行に
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よる課税権を保証する。
）国教会の既に所有する領地、建物、以前の課税による収入
（5
〉
及び他の財産は、すべて永久に保証する。
以上の決議では、ジヱファソン案の川、
ω
、ω
の提案がほぼ認
められている。しかし、国教会制度の廃止は明文化されず、また 、
ω
の集会や牧師への法的干渉を認めた規定にもみられるよ
うに、これは政教分離とは、なおかけ離れたものであ
っ
た。しか
も、これらの決議は、十－月三十日、法案化されて議会に提出された際には、
ω
、ω
が除外され、
ω
、ω
、的だけが残されて、内
容も大分変っ も とな
っ
た
。
十一月三十日の案によると、
ω
非国教徒の要求にもとづき、彼らに対する国教
会
支持のた
めの課税を免
除
する
。
（ジェファソン案
ω
、十九日決議
ω
と
共 通 ）
ω
十九日決議
ω
とほぼ同趣旨のもの。
ω
十九日決議
ω
と同趣旨のもの。
ω
すべての宗教団体が一般的課税によって支持されるべき
か、それとも各々が自発的献金にもとづくべきかは様々な意見が出て一致しがたい で、その討議と決定を将来の議会に任せる。従ってこの法案は、一般課税の問題には何ち係わりないこととする
。
ω
郡によって被課税者のリストの入手が怠られているので、
（b
） 
郡裁判所に対し、そのために委員を任命する権限を与える。
ヴアジ品ア邦議会をめ戸、る国教会制度の廃止運動（林）
この法案は、
ω
の非国教徒への課税廃止を除き、大部分が国教
会の維持に係わるもので、全く保守派に有利なものであった。しかし、十二月三、四日の最後の審議によって、この法案に対する修正が行われ、保守派の反動的意図はかなり匝止された
。
即 ち 、
E
式に議決された最終案では、
ω
従来の〈英国）議会による全宗教関係法規の廃棄
。
（ ジ エ
ファソン案
ω
、十九日決議
ω
と同趣旨）
ω
非国教徒へ 課税廃止
。
（ジヱファソン案
ω
十九日決議
ω
、三十日議案
ω
と 共 通 ）
ω
聖職者の延滞給料、教区委員会の一部課税権及び貧民救済
規定の保証。（十九日決議
ω
、三十日議案
ω
に
共
通 ）
ω
国教会領地及び全財産の永久保証
。
（十九日決議側、
三
十
日議案
ω
と同趣旨）
ω
一般課税問題の持越し
。
（三十日議案
ω
と同趣旨）
的非国教徒が免除されたため、国教会員の負担が重くなるこ
とを考え、前記の場合を除き、聖職者の維持と教区税徴収のための法、聖職者への給
与
支払の法及びその課税権を教区委
員会に保証した従来の諸法律 、次の会期末まで停止する
。
このように、最終案では、従来の宗教法規を廃棄するジェファ
ソン案の
ω
が復活され、三十日議案の似が削られた。殊に、期限
付にもせよ、宗教課税による聖職者への給与支払、及び教区委員会の課税権を停止したことは、事実上国教会への援助右打切るものであり、また保守派の牙城であ 教区委員会の権限を大巾に削減したも で、国教会制度の廃止に大きく前進
L
たことを意味す
一 三 五
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《8
）
る 。
しかし、ジェファソンの意図した一七
O
五年法案の廃棄はつい
にとりあげられず、また国教会への保護規定を残し、一般課税の問題を留保したことは、彼にとって決して満足なものではなかっ
FAHB
｝ 
た。、実際、最初の邦議会の成果は、権利官一言の主旨の具体化という点ではほぼ充分であったが 国教会制度の処置についてはなお暫定的であった いえるだろう。
政教分離による完全な国教制度の廃棄を明文化するには、更に
多くの歳月が必要とされたのである。
（1
）冨
o z m O
ロ
h w n o g B ω m 2
・ 。 ヲ 巳 ？ ・
2
） ・
N ω
∞t p
選挙権の財産による費格制限、東部に有利
η
議員数の
割当てのため、「邦内の一地方（フォルラインの下涜地 域 ）
K
住む一万九千のものが、邦内の他地方に住む
＝一万の有権者に対して立法上行政上の優位を占めるとととなった。（ヴァゾニア覚書、松本、日高訳、原典アメリカ史
E
、ご四五頁）
﹈ ? ? ? ?
O M
又 凶 ・ 。 勺 －
n一 昨 ・ ・ 日 ｝
Mym N
寸 ・
∞ ・ 同 ・ 同
M m w
仏
O J
吊
ω・ 。 匂 －
nF
円 ・ ・ 同 ） 匂 ・ ニ 品
N
・
（5
）（
6
）目。ュ・。℃－
n F
・3
・8 0 2 ω
・
〉 ・ 匂 ∞
Z W 2
・ 。 日 】 ・ 巳 円 ・ ・
ω。 品 、
t
日 ・
問 。
W 2 M g b
めは、課税
K
よる給与支払を停止したとの
法案の発効目、即ち一七七七年一月一日をもって、国教会制度は事実上破壇されたとしているという。h m g W 2
・ 宅 ・
ω N
∞ J 、
ω・ ）
同
M
州W《 】 。 ぐ
OH
－ 。 勺 －
nF H
－ －
MYA
町 一 可 品 ・ ）
（2
） 
（3
） 
（4
） 
（7
） 
（8
〉
（9
） 
一 一 一 プ 六
こうして、聖職者への給与支払の問題は、その後も会期毎にと
りあげられた。しかし、そめ度に、浸礼派や長老派の請願運動と、進歩的政治家たちの努力によって、翌会期までの支払停止が決議された。そして、ついに－七七九年十二月の邦議会におい
（1
） 
て、完全な廃止が決議された である。従って？国教会と邦との経済的結びつきが断た この年をもって、国教会制度は事実上
（2
） 
打倒されたとするのが妥当な見解であろう。実際 国教 のみに給与支払を復活しようとする企 はこの時にその望みを断たれ、以後、ついに実現され ことなく終っ のである。
審議を延期された一般課税問題も、常に会期毎にとりあげられ
た。が、この問題は非国教徒内部にも多くの賛成者を出し、複雑
（3
） 
な闘いの様相を示した。それは既に国教会による多く 束縛から解放されたため、非国教徒の中には、彼ら 給付 対象となる一般課税をより利益とするものが現われていたからであ 。しかしこの場合も、いち早く徹底した一般諜税反対の立場をとっ のは、浸礼派の人々であった。即ち、早くも十二月二十五日ご七七六年）に出されたヴアジニア浸礼派協会の宣言は、明 かに一般課税に反対して出され もので 彼らはそ で、牧師は人々の自発的献金のみによって支持されるべきこと、－般課税の実施は必ず政権の教権へ 干渉を生ずることを説き 圧制 種 穿生
（4
〉
えのうちに摘みとらねばならないことを力強く訴えている。－見浸礼派にとって有利にみえる措置 それが行政権との結びつきにおいてなされるとき、必ずや良心の自由に対す 束縛となるこ
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とをャ彼らの長い迫害の体験から痛感していたのである。
一般課税の問題は、後に再び大きな論議をよぶこととなる。以上のように、主として最初の邦議会をめぐる闘いにおいて、
民主派は信教の自由のために多くの勝利を ちえ、基本的には、－七七九年の聖職者への給与支払停止決議によって、国教会法定制度の打倒に成功した
。
しかし国教会制度 原則的廃止が行われたにしても、国教会の
みに認められた保護規定は残されていたし、殊に一般課税の問題は、いわば全般的な法定制度 問題｜｜国教会と国家との関係に代わる各宗派一般と
国
家との関係｜！として、新しい課題を提出
していた。この場合忘れてならない は、非国教徒への課税が免除されたため、もし国教会員のみに負担 加重すれば、その結果は国教会勢力の一層 減退をもたらすだけであったことである。一般課税は、こうした窮状にある国教会に対し、他宗派とも抱き合わせで 家の経済的援助を与えようとするものであった
。
一 般
課税案の背後には、従来の国教会独占 一歩譲りながら、なお国教会の延命策をはかり、しかも行政
権
の宗教問題への監督権を保
持しておこうとする意図があ
っ
たわけである。国教会法定制度を
支えた階層は、こうして彼らの抱く保守的見解 立場をま 拾ててはいなかった。信教自由の闘いを成立させた条件は、基本的には依然変りなかったのである
。
かくて、闘いは新しい局面において、即ち、一
般
課税の問題
1
1
逆にいえば完全な政教分離の問題｜｜と 国教会に対する特殊
な保護規定をめぐって展開されることとなる である。
ヴァゾユア邦議会をめぐる国教会制度の廃止運動（林）
（1
） 
（2
） 
者 ・
4司 ・ 切 君 。
ZW3
・ 丘 四 ・ ・ 同
u・5
日 ・
ジェフアソシは、との七九年に一般課税
K
反対する・議
題が支持されたととをもって、国教会制度は阻止されたとしている。可包。
5
円 ・ 匂 －
H E N
－）しかし一般課税
問題はなお未解決で、戦後に再燃する余地を残していた 。H V O
仏
O〈 ぬ 吋 。 目
y n
一 昨 ・ ・ 同 】 ・ 】 】 品
N
・
〕 匂 目 。 ュ ・ 。 匂 －
n F
？ ・
3
・g o t
－ －
〉 ・ 司 ・ ∞ 件 ｝ 向
ω・ 。
HV
・ 巳 件 ・ ・ 匂 ・
ω∞ω・
（3
） 
（4
） 
（5
） 四
信教自由法の成立と運動の意義
「信教自由法」がはじめて議会に上程されたのは、国教会制度
の崩壊を決定づけたのと同じ年である一七七九年である。この事実は、前者が後者より更に進んで政教分離による法定制度一般の廃
棄
を求めている点で、信教自由の運動にと
っ
て象徴的な意義を
もつものであった
。
しかし、自由法の急進的表現は、この時期に
は「悪魔の企て」として退けられ、戦後の
議
会にその審議をもち
〈1
）
こされた。
－七八四年、保守派議員は、平和回復後の反動的な空気を背景
に再び一般課税案をもち出し、キリスト教各派のみについて 般課税による支持をはかろうとした。この企ては 一時は長老派の内部にさえ賛成者全見出すに至
、 っ
たが、しかし法案は、マジソン
らの理論的卓抜さと、湾礼派及び後には長老派を含む不服従派の反対運動によって、危うくその通過を阻止された。そして、この
一 三 七
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一般課税案の否決、法定制度全般の廃棄の上に、一七八五年十月「信教自由法」案が再度上存され、翌年一月、政教の完全な分離によって自然権としての信仰の自由を確呼たる基礎に据えた、「信教自由法」が成立したのである。それは国教会制度の廃止運動がもたらした偉大な成果であったが、反面、運動の論理的徹底性の必然の帰結をも示すもの といえよう。きて、以上にみてきたように、ヴアジニアにおける信教自由の
運動を推進したものは、主として内部地方を基盤とする非国教徒大衆であり、彼らに支援きれ 一部啓蒙政治家たちであった。前者の国教会専制に対する攻撃が、信教自由に関する社会全般の世論をよび起し、それが国教会制度その のの廃棄と、自然権としての平等 権利の要求 まで高めら た き、啓蒙的政治家たちのすぐれた思想と手腕によって強回 理論化され、法律化されていったといえるだろう。
しかし、多くの請願にもみられるように、非国教徒大衆のこの
問題に対する理解は極めて高い理論水準 達しており、そ 巾広い大衆動員と倦むことのない特権支配へ 攻撃において 彼らによる自由要求運動こそ、この運動の最も主動的な力であ と思われる。その意味で、「自由法」を成立せしめた現実 力は ジエファソンやマジソンにもまして、むしろ非国教徒大衆、就中浸礼派とよばれる貧しい人々に負うも が大きかったとするスウィ
（4
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1
トの見解は、妥当なものであろう。「自由法」の時代に先がけ
・た進歩的表現も、それが、自由への闘いの過程において既に大衆のものとなりはじめて た人権意識 反映 なり、彼らの要求の
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最も崇高な表現となりえたところに、この運動の決算としての歴史的意義が見出されるのである。
国教会制度の廃止運動は、また、国教会に拠った沿岸地方の貴
族的特権階級に対する西部自営農民層及び有識者層の反抗を代弁したという点で、大き 意義をもっていた それは、ヴアジニアの社会に古くから植えつけられた封建的残海との闘いであり、東部の階級意識の表現 ある保守的優越的意識への挑戦であった。権利宣言の条項をめぐる様々な問題の中で、この問題が特に激しい論議を招いたのも一つにはこのためで、政治的自由 主張（たとえば選挙権 拡張）がまだ未発達であった時期に、この問題が社会変革の面で果し 役割 大ききは否定できないであろう。殊に、伝統的宗教意識の変革が か 多く 抵抗に遭遇するか、自らの自由のみならず他宗派の自由をも同 権利として尊重する態度｜｜それこそ人権 本質である｜｜の習得がいかに困難なものであるかを知るとき、こ 運動のもつ近代的特質 、その民主主義的意義がうかがえるのである。
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九『日蘭交化交渉史の研究』の出版
本学史学科主任教授板沢武雄先生には、四十年来研究に従事さ
れた蘭学史に関する業績の集大成ともいうべき『日蘭文化交渉史の研究』を、吉川弘文館から、。日本史学研究叢書。初の一冊として刊行せられた。
本書の骨子は学位請求論文であり、「序にかえて」の一文には、
蘭学研究への動機 海外派遣の経緯、オランダでの史料採訪 回顧、本書成立までの曲折などの回想が語られて感銘深い。
内容は別掲目次の通りであるが、内外の史料を渉猟し精細に検討
を加え、後学に研究 基礎 与えられた論稿の数々である。著者の意と寄れる所は、史料の紹介を多く採り入れられた点にも窺 知られる、附録の「佐賀鍋島元侯爵家 書目録」にしても 現在となっては貴重な資料を提供されたも といえる。
この学界の慶事を記念して、昭和三十四年三月八日、先生御夫妻
をお招きして、知友同僚門下約四十名が、東京市ヶ谷の私学会館に参集して出版祝賀会を催し、和かな－タを過ごした。
近来すこぶる御健勝で円熟の境地にあられる先生が、今後とも後
進を御指導下さるようお祈りして止まない。
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